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社会福祉協議会では、認知症高齢者等に対し金銭管理等のお
手伝いをする「日常生活自立支援事業」（愛称「あんしんサポー
ト」）を実施しております。
地域の皆様に、この制度をより一層ご理解いただくため、民
生児童委員連合会総会において、制作した寸劇を上演しました。



 

平
成
二
十
二
年
度
重
点
事
業

一
．
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス

支
部
社
協
や
各
地
区
ふ
れ
あ
い
福
祉

協
議
会
と
の
協
働
体
制
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
住
民
参
加
に
よ
る
小
地
域
福

祉
活
動
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
地
域
福
祉
事
業
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

二
．
健
全
経
営
の
確
立

多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
財
政
計
画
に
基
づ
い
て
財

源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
職
員
の
意

識
改
革
に
取
り
組
み
、
健
全
運
営
に
努

め
ま
す
。

三
．
介
護
保
険
事
業
等
の
取
り
組
み
強
化

平
成
二
十
一
年
度
に
実
施
し
た
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
満
足
度
調
査
に
よ
っ
て

抽
出
さ
れ
た
課
題
を
、
一
つ
ず
つ
解
消

す
る
と
と
も
に
、
研
修
へ
の
積
極
的
参

加
に
よ
る
介
護
技
術
・
面
接
技
術
の
向

上
を
図
り
、
市
民
に
選
ば
れ
る
事
業
所

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
介
護
教
室
の
開
催
に
よ

り
正
し
い
介
護
方
法
の
普
及
や
、
在
宅

介
護
者
の
不
安
解
消
に
努
め
ま
す
。

四
．
指
定
管
理
者
事
業
へ
の
取
り
組
み

本
年
度
は
新
た
な
指
定
管
理
契
約
期

間
の
初
年
度
で
あ
り
、
福
祉
活
動
の
拠

点
と
し
て
一
層
の
適
正
な
管
理
運
営
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
利
用
料
金

制
度
の
導
入
に
よ
り
温
泉
保
養
部
門
を

有
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
定
し
た

収
入
を
確
保
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
向
上
・
誘
客
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業

法
人
運
営
部
門

Ⅰ
法
人
の
運
営

①
理
事
会
・
評
議
員
会
・
委
員
会
等

の
開
催

②
財
務
・
人
事
管
理
等
の
組
織
管
理

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

③
事
業
評
価
の
取
り
組
み

④
賛
助
会
員
の
拡
充

⑤
「
社
協
だ
よ
り
」
の
発
行

⑥
苦
情
受
付
窓
口
の
開
設

⑦
職
員
研
修
並
び
に
教
育
の
強
化

地
域
福
祉
部
門

Ⅰ
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

①
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の

確
立

②
地
域
福
祉
座
談
会
の
開
催

③
出
前
福
祉
講
座
の
実
施

④
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

の
拡
充

⑤
支
部
社
協
事
業
の
展
開

新
⑥
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

⑦
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座
の
開
催

⑧
第
六
回
喜
多
方
市
社
会
福
祉
大
会

の
開
催

Ⅱ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
携
・
育
成
支

援
②
人
材
養
成
・
研
修
事
業
の
推
進

③
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動

の
協
力

④
福
祉
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
指
定
事
業

の
推
進

⑥
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
事
業
の
拡
充

⑦
朗
読
・
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
の
活
動
の

記
録
「
ち
い
さ
な
て
」
の
発
行

Ⅲ
共
同
募
金
会
喜
多
方
市
支
会
業
務

①
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
運
動
の
実
施

②
配
分
委
員
会
の
開
催

Ⅳ
日
本
赤
十
字
社
喜
多
方
市
地
区
業
務

①
社
員
募
集
・
災
害
救
援
活
動

②
日
赤
有
功
会
事
務

Ⅴ
地
域
福
祉
事
業

①
福
祉
団
体
の
育
成
支
援

新
②
心
配
ご
と
相
談
事
業
及
び
総
合
相

談
事
業
の
体
制
強
化

③
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
〈
あ
ん

し
ん
サ
ポ
ー
ト
〉
の
推
進

新
④
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
啓
蒙
啓
発
出

張
講
座

⑤
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

⑥
小
口
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

⑦
高
額
療
養
費
貸
付
事
業

⑧
お
も
ち
ゃ
図
書
館
事
業
推
進

⑨
子
育
て
相
談
機
能
の
強
化

⑩
児
童
館
運
営
事
業
の
推
進

⑪
指
定
管
理
施
設
の
運
営
管
理

⑫
家
族
介
護
者
交
流
事
業
の
実
施

新
⑬
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
支
援
事

業
⑭
福
祉
バ
ス
の
運
行
・
管
理

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
門

Ⅰ
介
護
保
険
事
業

①
居
宅
介
護
支
援
事
業

②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

③
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

④
訪
問
入
浴
介
護
事
業

Ⅱ
障
害
者
自
立
支
援
事
業

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

Ⅲ
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

Ⅳ
い
き
い
き
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

Ⅴ
そ
の
他
事
業

①
集
計
・
統
計
業
務

②
変
更
申
請
等
届
出
業
務

新
③
在
宅
介
護
教
室
の
開
催

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
部
門

①
地
域
包
括
ケ
ア
会
議
の
実
施

②
総
合
相
談
支
援
業
務

③
虐
待
・
困
難
事
例
へ
の
対
応

④
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援

⑤
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

⑥
市
内
各
介
護
保
険
事
業
者
部
会
の

開
催

平成２２年度
喜多方市社会福祉協議会事業計画

※
「
新
」
…
新
規
の
事
業
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勘定科目 金額（千円） 割合
会費収入 9,630 1.40%
寄付金収入 9,900 1.44%
経常経費補助金収入 65,844 9.55%
助成金収入 300 0.04%
受託金収入 222,124 32.21%
負担金収入 781 0.11%
共同募金配分金収入 9,882 1.43%
介護保険収入 327,922 47.55%
自立支援介護給付費利用料収入 10,659 1.55%
利用料収入 20,535 2.98%
施設整備等による収入 1,200 0.17%
財務活動による収入 7,300 1.06%
その他の収入 3,517 0.51%
収入計 689,594

勘定科目 金額（千円） 割合
人件費支出 466,695 67.68%
事務費支出 27,118 3.93%
事業費支出 145,296 21.07%
助成金支出 4,596 0.67%
負担金支出 3,032 0.44%
施設整備等による支出 6,000 0.87%
財務活動による支出 34,708 5.03%
予備費 2,149 0.31%
支出計 689,594

施 設 名 しゃくなげホーム かたくり荘
料　　金 0 円～ 50,000 円（所得により異なります）※水道料、電気料は実費負担
居 室 数 10 部屋（定員 10 名） ７部屋（定員 10 名）
電話番号 0241−38−3100 0241−44−7111

施 設 名 高齢者福祉センター 温泉保養施設「夢の森」 「いきいきセンター」

料　　金
入浴料　200円

※75歳以上の方、小学生以下、障害者手帳
をお持ちの方は無料です。

入館料　大人300円　小人200円
入館料　400円（17時以降は300円）

※70歳以上の方、小学生、障害者手帳をお
持ちの方は上記金額の半額です。

開館時間 9:00～16:30
※入浴時間は10:00～16:00です。

9:00～21:00
※最終入館時間は20:30です。

9:00～21:00
※入浴時間は10:00～21:00です。

休 館 日 毎週土曜日・12/28～1/4 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は
その翌日）

毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は
その翌日）・12/29～1/3

電話番号 0241−23−0345 0241−36−3112 0241−28−1254

指定管理施設の指定決定 !

平成２２年度収入支出予算の概況

※この３つの施設には入浴施設が併設されており、１日ゆったりくつろいでいただけますのでぜひお越し下さい！

法人の運営　12.58%

事業別支出内訳表

合計
689,594

福祉のまちづくり事業 1.71%
ボランティア事業　0.31%

地域福祉事業　1.63%
指定管理施設受託事業　13.68%
児童館運営事業　12.23%
居宅介護支援事業　9.27%
訪問介護事業　7.96%

デイサービス事業
28.44%

訪問入浴事業　1.09%
在宅福祉サービス
健全経営事業　1.45%

地域包括支援センター部門
9.64%

①喜多方市総合福祉センター
②熱塩加納保健福祉センター「夢の森」
③塩川保健福祉センター「いきいきセンター」

④山都高齢者生活福祉センター「しゃくなげホーム」
⑤高郷高齢者生活福祉センター「かたくり荘」

⑥喜多方市高齢者生産活動センター
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「高齢者生活福祉センター」とはどんなところ？
ひとり暮らし高齢者等の生活支援、社会的孤立感の解消、心身機能の維持を図ることを目的に居住空間を提供します。

高齢者生産活動センターとは？
高齢者同士の交流と健康の増進、生きがいづくりのため７つのグループに分かれ生産活動を行っています。
○手芸 ○陶芸 ○園芸・薬草 ○菌茸 ○わら工芸 ○押し花絵 ○織物　　　電話番号 0241−24−2297

喜多方市社会福祉協議会は、平成22年度から平成26年度までの
５年間、下記6施設の管理者として市から指定を受けました。

福祉活動の拠点として適正な管理運営を行い、市民の福祉サー
ビス向上のため一層努めてまいります。

予算総額　689,594千円
①一般会計　623,116千円

②特別会計　  66,478千円

高齢者福祉センターの大浴場 夢の森の大浴場 いきいきセンターの大浴場



喜多方市赤十字奉仕団　ピクニック

熱塩加納町赤十字奉仕団

大切な命を守るため　救急救命講習会実施 

『修養団青年部　しゃくなげホームへ来訪』
青年ボランティア・アクションin福島より～山都地区～

毎月楽しみ　語り部ボランティア

5月19日、ふれあいの家の皆さんとの交流事業で、福島空港へ行って
きました。この事業は喜多方市赤十字奉仕団設立当初から20年以上継
続している事業で、ふれあいの家の皆さんも毎年
とても楽しみにしていらっしゃいます。今年度は
利用者の方の人数も増え、そのほとんどが初めて
の空港見学ということで、バスの中では歌を歌っ
たりとても楽しい雰囲気で盛り上がっていまし
た。展望ロビーで飛行機を見た時は、大きな歓声が
上がり、交流を更に深めることが出来ました。

毎月2回塩川デイサービスセンター
に楽しげな声が響きわたります。
誰もが知っている昔ばなしを時には
絵本を用いて独特な口調でおもしろお
かしく聞かせてくださり、自然と笑顔
が絶えない雰囲気に包まれます。デイ
サービスの利用者の皆さんは、語り部
の方々がいらっしゃる日をいつも楽し
みにしています。

3月11日、30数名の方の参加で熱塩加納町赤十字奉仕団による救
急法講習会及び炊き出し訓練が喜多方広域消防本部の署員の方々
の指導により行われました。
特に、AEDの操作には皆さんの関心が深く、熱心に受講されてい
ました。また、実技終了後の質疑応答では、家庭看護に対する質問が
多くだされ、対処法などを学びました。講習会の後に炊き出し訓練
（おにぎり作り）も行われました。

高郷支所に、日本赤十字社福島県支部より自動体外式除細動器（AED）が
配置されました。私たちの心臓は、一定のリズムで動き血液を全身に送り出
すポンプの役割をしています。その心臓が不規則にけいれんし、全身に血液
を送り出せない状態になったとき、電気ショックを与え心臓のリズムを正
常に戻すために有効な機器がAEDです。
AEDの配置を受け、高郷支所では職員を対象に心肺蘇生法の講習会を実

施しました。喜多方消防署山都分署署員の方の指導で、人工呼吸・心臓マッ
サージとAEDの操作法について、一同真剣に取り組みました。
緊急時にも冷静に対応できるよう、日頃から講習を重ねて参りたいと思

います。

4月2日、しゃくなげホームに、北海道から沖縄までの中・高校生のみなさん
が来訪し、清掃活動、雪囲い撤去、食事準備、レクリエーション活動等を通して、
創立者『蓮沼門三』の理念を実践しました。餅つきは初めてという沖縄出身の女
子高校生は、みるみるつき上がっていく餅に歓声をあげていました。できあ
がった餅は、デイサービスの利用者の皆さんと一緒に老若男女世代を超えてワ
イワイいただきました。

熱塩加納地区

塩川地区

高郷地区

山都地区

喜多方地区
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行政区長さんをはじめとする地域の皆さまにご協力をいただきながら介護
予防体操、レクリエーション、ゲーム、茶話会等の介護予防教室を地区集会
所をお借りして行なっております。今年度は熱塩加納町金屋地区、塩川町中
道地地区、山都町早稲谷地区、高郷町川井地区において、6月～9月まで各3回
の開催を予定しております。

市が主催する認知症サポーター養成講座において、市から依頼を
受けて講師を務めており、昨年度は小学校を含め12回ありました。
講座では認知症とはどのようなものかを説明し、認知症の症状・対
応・認知症サポーターの役割（活動）等について説明を行なうほか、紙
芝居を用いて認知症に対する理解を深めています。なお、認知症サ
ポーター養成講座に関するお問い合わせは市高齢福祉課
（24-5231）までお願いします。

皆さまの身近なところで介護等に関するあらゆ
る相談に応じることを目的として、コープあいづ
さんの一角をお借りして「街かど相談室」を開設
しております。お気軽にお立ち寄り下さい！

よらんしょ（介護予防）教室

認知症サポーター養成講座 街かど相談室

社会福祉士・社会福祉主事

保健師、経験ある看護師

主任介護支援専門員

（左から）
成田　美穂（社会福祉士）
松本　恵美
（所長、社会福祉主事、看護師）
桝川　　恵
（社会福祉士：山都サブセンター）

（左から）
佐藤　　恵（保健師）
長田　文江（副所長、看護師）
唐橋　和美
（看護師：高郷サブセンター）

（左から）
佐藤　文子（主任介護支援専門員：

熱塩加納サブセンター）
鈴木　貴子（主任介護支援専門員、

看護師：塩川サブセンター）
山口　愛子（主任介護支援専門員）

職 員 紹 介

地域の皆さまから依頼を受けて、出前介護予防教室
に出向いております。依頼は年々増え、昨年度は40件
の申込みがありました。教室の申込みは、テーマや参
加対象の方々に応じた内容で、随時受付しています。
ご要望がございましたら是非、地域包括支援センター
（21-8856）までどうぞ！！

第１・第３火曜日
13:30 ～ 14:30
コープあいづ ぷらざ店
喫茶コーナー

第２・第４火曜日
13:30 ～ 14:30
コープあいづ ひがし店
喫茶コーナー

喜多方市地域包括支援センターです!

出前介護予防教室
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●
●熱塩加納支所
●塩 川 支 所
●山 都 支 所
●高 郷 支 所

社
会
福
祉

協
議
会

アルミ缶・プルタブは大事な資源です

「集めて　車いすに！」
プルタブを集めたけれどどこ
に届ければいいのか分からない
方や、これから取り組もうとさ
れている方は、集まったら社会
福祉協議会にご持参下さい。
集まった資源は回収業者に買
い取ってもらい、車いす購入費用に使用します。

ペットボトルキャップで
　　　　ワクチン購入のお手伝い！

子どもたちにワクチンを、そして地球に優しく

ペットボトルキャップを回収し
て発展途上国の子どもたちにワク
チン購入費用として支援するとと
もに、ＣＯ₂（二酸化炭素）を削
減する活動が実施されています。
社会福祉協議会では、この活動
に賛同しペットボトルキャップを回収していま
す。皆さんのご協力をお願いします。

 

平成22年度「福祉の仕事相談会」のご案内 「不要となった部分入れ歯」のリサイクル！！
貴重な金属に新たなひかりを

不要となった部分入れ
歯がご家庭で眠っていま
せんか。部分入れ歯には
貴重な金属が使われてい
ます。リサイクルして新
しい活躍の場を与えましょう。金属の
販売収益金を、ユニセフを通じて恵ま
れない子どもたちの支援事業に活用さ
れます。社会福祉協議会では、部分入
れ歯の回収をしています。
皆さんのご協力をお願いします。

集め方

福祉の仕事相談会では、求職登録や資格取得等の相談を行
なっています。「福祉の職場で働きたい！」「資格取得方法を
知りたい！」という方は、下記日程により相談会を開催してい
ます。相談受付時間は10時から15時までですので、時間内に会
場にお越し下さい。（相談時間はお一人30分前後です。）
◆会場：会津若松市社会福祉協議会（会津若松市追手町5番32号）

◆お問い合わせ：福島県社会福祉協議会人材研修課
　　　　　　　　福祉人材センター　☎024-521-5662

スチール缶のプルタブは取り外してください。
アルミ缶は中を水洗いしプルタブを切り離さず

そのままつぶして下さい。

 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 

 ２日 ７日 ４日 １日 ６日 

 11月 12月 １月 ２月 ３月

 ４日 １日 ５日 ２日 ２日

音楽家ショパンが生まれて今年がちょうど２００
年。そのショパン音楽を、大ホールのスクリーンに
映し出される「NHK名曲アルバム」の美しい映像
と一緒にピアノの生演奏を聴く新しいスタイルのコ
ンサートとして皆さまにお届けします。
夏の夜のひととき、麗しき名曲とゆかりの風景を
ゆっくりとご堪能ください。
■日　　時 平成２２年７月２０日㈫
 １８時会場　１９時開演（約２時間）
■場　　所 喜多方プラザ文化センター　大ホール
■チケット 自由席　3,000円

チケット取扱所（チラシ設置場所）
　・喜多方プラザ文化センター
　・喜多方合同庁舎売店
　・喜多方シティエフエム
　・コープあいづ各店舗
　・喜多方市社会福祉協議会
このコンサートは自殺予防対
策の電話相談活動をしている
「福島いのちの電話」が企画したものです。現在、
支援会員を募集しています。活動をご理解頂くため
にも是非ご来場ください。

◆お問い合わせ：福島いのちの電話喜多方支部（社会福祉協議会内）

ショパン生誕200年の今年

ショパン「名曲アルバムコンサート」を開催！！

相

　談

　日
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ご寄付ありがとうございました
お寄せいただいた寄付金は、地域福祉向上のため大切に使わせていただきます。（順不同・敬称略）

（平成22年1月１日〜4月３0日受付分）

一
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付

ご
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に
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付
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私たちは、毎月第１月曜日に塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）の一室を利用して、活動してい
ます。
みなさん、歌を歌う事が好きな方ばかりで季節季節
にあった懐かしい歌をいつでも歌えるようにと「心の
うた」と題した歌本を作りました。

今年度は上手く出来るか分かりませんが、絵手紙作
りにも挑戦してみようと計画しており、今からドキド
キわくわくしております。
塩川町に住んでいる方でしたら、どなたでも参加い
ただけますので、お気軽に見学にきて下さい。

※社協だよりの作成経費の一部として共同募金配分金及び会員会費を使用させていただいております。

吉志田地区 ふれあいいきいきサロン

塩川地区 ふれあい いきいきサロン

高齢者の方々の生きがいづくり・仲間づくりの場として開
設する「ふれあいいきいきサロン」市内には現在13ヶ所のサ
ロンが開設され、毎月様々な活動を展開しています。そのサ
ロンを今号から随時紹介していきます。

平成１３年７月に発足して早１０年目にな
ります。
この日（３月2７日）は、世代間交流も

兼ねた年に1回の茶会です。和服を互い
に着せ合ったあと、地域の子どもたちや
来賓を集会所に迎えます。最近会員が作
成したパッチワーク作品を背においしい
お茶をいただき、優雅なひとときを過ご

しました。
吉志田地区ふれあいいきいきサロン
は、毎月様々な楽しいメニューで、元
気・笑顔いっぱいの活動をしています。
その活動を、一人ひとり思いを込めた
文集「自分花（じぶんばな）」を発行し
ています。5月に第5１号を発行しまし
た。

５月活動風景 施設へお届け
する雑巾の作成
中です！！
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